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�
�
�
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経
済
学
部

・
遠
山
ゼ
ミ

（
指
導
・
遠

山
浩
准
教
授

∥
中
堅
企
業

論
）
の
学
生

が
商
品
化
に

協
力
し
た
芳

香

カ

ー

ド

「
ア
ロ
マ

レ
・
フ
レ
ー

ル
」
の
販
売
が
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
購
買
会
で
昨
年
１２

月
９
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

川
崎
市
の
町
工
場
が
大
企

業
と
開
放
特
許
の
利
用
契
約

を
結
び
製
作
。
学
生
が
ア
イ

デ
ア
の
検
討
や
市
場
調
査
を

担
っ
た
。
店
頭
販
売
は
こ
こ

だ
け
。
機
能
、
デ
ザ
イ
ン
、

優
待
価
格
が
支
持
さ
れ
売
れ

行
き
は
上
々
だ
。

「
ア
ロ
マ
」
は
中
央
部
に

特
殊
な
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
チ

ッ
プ
を
組
み
込
ん
だ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
カ
ー
ド
。
ア
ロ
マ

オ
イ
ル
や
香
水
を
チ
ッ
プ
に

数
滴
垂
ら
す
と
約
７２
時
間
香

り
が
続
く
。
水
洗
い
し
て
他

の
香
り
で
も
使
え
る
の
が
特

長
で
、
デ
ザ
イ
ン
は
６
種

類
。
メ
ー
カ
ー
希
望
小
売
価

格
１
５
７
５
円
だ
が
専
大
で

は
８
８
０
円
で
販
売
さ
れ
て

い
る
（
い
ず
れ
も
税
込
み
）。

同
購
買
会
の
レ
ジ
正
面
の

売
り
場
は
、
大
村
友
香
さ
ん

（
３
年
次
）
が
お
し
ゃ
れ
に

飾
り
付
け
た
。
「
名
刺
入
れ

や
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
好
み

の
香
り
を
携
帯
で
き
ま
す
」

と
大
村
さ
ん
。
贈
り
物
と
し

て
好
評
で
、
１
カ
月
で
約
１０

個
を
販
売
。
ア
ロ
マ
オ
イ
ル

の
販
売
を
求
め
る
声
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

「
ア
ロ
マ
」
誕
生
の
舞
台

は
、
川
崎
市
と
同
市
産
業
振

興
財
団
が
主
催
す
る
「
川
崎

市
知
的
財
産
交
流
会
」
（
以

下
「
知
財
交
流
会
」）。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
成
形
・
加
工
の
松

本
製
作
所
（
中
原
区
、
松
本

浩
秀
社
長
）
と
、
「
芳
香
発

散
装
置
」
（
特
許
出
願
中
）

の
再
利
用
先
を
探
す
富
士

通
、
「
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
研
究
、
地
域
産
業
研

究
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
同
ゼ

ミ
が
出
合
い
、
松
本
社
長
が

一
般
向
け
の
自
社
企
画
商
品

の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。

同
ゼ
ミ
の
現
３
、
４
年
次

生
は
香
る
メ
ガ
ネ
や
ブ
ッ
ク

カ
バ
ー
な
ど
６
つ
の
ア
イ
デ

ア
を
提
案
。
そ
の
中
で
萩
原

恭
子
さ
ん
、
井
上
あ
い
み
さ

ん
、
小
林
真
唯
さ
ん
（
い
ず

れ
も
４
年
次
）
は
「
用
途
は

自
由
に
」
と
チ
ッ
プ
単
位
で

の
販
売
を
求
め
た
。
チ
ッ
プ

は
破
損
し
や
す
く
、
技
術
者

を
「
破
天
荒
だ
け
ど
新
鮮
」

と
刺
激
す
る
ひ
と
幕
も
。
松

本
社
長
は
「
学
生
さ
ん
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
カ
ー
ド
型
と
い
う
構
想
が

固
ま
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

萩
原
さ
ん
ら
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
若
い
女
性
の
香
水

に
対
す
る
意
識
や
使
用
状
況

を
調
べ
、
試
作
品
の
デ
ザ
イ

ン
に
も
感
想
を
伝
え
た
。

構
想
か
ら
１
年
半
、
チ
ッ

プ
に
施
す
気
孔
の
割
合
を
調

整
し
耐
久
性
に
も
考
慮
し
た

「
ア
ロ
マ
」
に
は
町
工
場
の

技
術
の
粋
が
詰
ま
る
。
３
人

も
「
就
職
し
た
ら
社
員
証
ホ

ル
ダ
ー
に
入
れ
る
」
と
認
め

る
出
来
に
仕
上
が
っ
た
。

同
財
団
に
よ
る
と
「
知
財

交
流
会
」
を
通
じ
て
の
商
品

化
は
８
件
目
。
学
生
が
関
わ

っ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
は
初
と

い
う
。
遠
山
准
教
授
は
「
企

業
と
う
ま
く
か
み
合
い
、
ビ

ジ
ネ
ス
を
組
み
立
て
る
段
階

で
関
わ
れ
た
」
と
評
価
。
今

後
も
ゼ
ミ
で
開
放
特
許
の
商

品
化
に
挑
む
計
画
だ
。

同
ゼ
ミ
は
川
崎
市
高
津
区

の
町
工
場
の
振
興
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
２
月
１６
日
に
は

各
社
の
技
術
や
製
品
を
紹
介

す
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
も
の

ま
ち
プ
ラ
ザ
」（
川
崎
市
「
て

く
の
か
わ
さ
き
」
で
開
催
）

に
３
年
次
生
が
、
下
野
毛
地

区
の
工
場
開
放
イ
ベ
ン
ト
に

２
年
次
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す

る
。

８
カ
月
間
の
活
動
は
と
て

も
中
身
の
濃
い
も
の
で
し

た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

テ
ー
マ
の
決
定
か
ら
調
査
、

結
果
の
分
析
ま
で
基
本
的
に

全
て
自
分
た
ち
の
手
で
行
い

ま
し
た
。

毎
週
月
曜
日
の
定
例
会
だ

け
で
な
く
ほ
か
の
曜
日
に
も

集
ま
り
、
毎
日
遅
く
ま
で
作

業
を
し
ま
し
た
。
思
い
返
し

て
み
る
と
、
ハ
ー
ド
な
日
々

を
過
ご
し
た
と
思
い
ま
す
。

集
ま
り
が
あ
る
日
は
ほ
ぼ
終

電
で
帰
り
、
そ
こ
か
ら
ま
た

作
業
、
学
校
に
行
っ
て
ま
た

作
業
…
。
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

直
前
の
１
週
間
は
メ
ン
バ
ー

の
家
に
泊
ま
り
込
み
、
毎
日

寝
ず
の
作
業
で
し
た
。

し
か
し
、
大
変
だ
っ
た
こ

と
以
上
に
多
く
の
こ
と
を
得

ま
し
た
。
毎
日
の
よ
う
に
メ

ン
バ
ー
と
意
見
を
ぶ
つ
け
合

い
、
全
員
が
納
得
の
い
く
も

の
に
な
る
よ
う
に
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
相
手
に
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
力
や
物
事
を

よ
り
論
理
的
に
考
え
る
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。さ
ら
に
、リ

サ
ー
チ
に
つ
い
て

も
調
査
を
す
る
際

の
注
意
点
や
デ
ー

タ
の
使
い
方
、
そ

れ
を
ロ
ジ
カ
ル
に

組
み
上
げ
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
な
ど
、
よ

り
実
用
的
な
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ

り
、
た
く
さ
ん
の

仲
間
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

他
の
大
学
の
人
と

共
同
で
行
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た

の
で
、
交
友
範
囲
も
一
気
に

広
が
り
ま
し
た
。
毎
日
一
緒

に
作
業
を
し
て
、
苦
し
い
こ

と
も
楽
し
い
こ
と
も
共
に

し
、
８
カ
月
間
か
け
て
一
つ

の
も
の
を
作
り
上
げ
た
仲
間

た
ち
は
、「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
」

で
得
た
最
も
大
切
な
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
」に
参
加

を
し
た
こ
と
は
私
の
大
学
生

活
で
得
た
大
き
な
財
産
と
な

り
ま
し
た
。
来
年
も
後
輩
た

ち
が
素
晴
ら
し
い
調
査
を
し

て
、
多
く
の
こ
と
を
得
て
く

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

少
人
数
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
専
門
知
識

を
習
得
し
、
学
習
成
果
を
発

表
、
卒
業
論
文
を
書
き
上
げ

る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
。
教
員
や
仲

間
た
ち
と
の
関
わ
り
合
い
に

よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
も
高
め
ら
れ
る
。
学

習
成
果
を
学
外
に
発
信
す
る

チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
出
会
い
の
場
に
も
な

る
。
各
ゼ
ミ
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
学
部
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
の
成
果
を
紹
介
し
よ

う
。

経
営
学
部
・
石
崎
徹
ゼ
ミ
の
遠
藤
翔
太
さ
ん
、
大
島
拓
さ
ん
、
末

次
良
隆
さ
ん
（
い
ず
れ
も
３
年
次
）
の
３
人
が
、
広
告
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
を
学
ぶ
首
都
圏
５
大
学
（
専
修
、
駒
澤
、
上
智
、
東
洋
、
日

本
）
の
学
生
有
志
に
よ
る
「
第
１９
回
大
学
生
意
識
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

２
０
１
３
」
に
参
加
。
メ
ン
バ
ー
約
２０
人
と

共
に
、
５
大
学
の
学
生
１
０
０
０
人
に
「
ゆ
と
り
教
育
」
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、「『
ゆ
と
り
』
の
現
実
『
さ
と
り
』
の

真
実
」
と
題
し
た
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
１２
月
６
日
に
は
、
東
京
の

銀
座
電
通
ビ
ル
で
記
者
発
表
会
が
開
か
れ
、
８
カ
月
に
わ
た
る
活
動

の
成
果
を
発
表
し
た
。
遠
藤
さ
ん
の
体
験
記
を
紹
介
す
る
。

日
本
の
文
学

・
文
化
の
古
典

か
ら
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
ま
で
学

ぶ
文
学
部
の
板

坂
ゼ
ミ
（
指
導

・
板
坂
則
子
教

授
∥
江
戸
期
文

学
文
化
）
は
、
海
外
の
大
学

と
「
ネ
ッ
ト
会
議
」
の
シ
ス

テ
ム
や
ソ
フ
ト
で
結
び
、
共

同
授
業
や
遠
隔
授
業
を
２
０

０
４
年
か
ら
行
っ
て
い
る
。

相
手
国
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、イ
タ
リ
ア
、

ド
イ
ツ
、
韓
国
な
ど
。
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
授
業
を
通
し
て

外
国
人
の
教
員
や
学
生
と
意

見
を
交
わ
す
貴
重
な
場
と
な

っ
て
い
る
。

昨
年
１１
月
２６
日
に
は
、
韓

テ
ジ
ョ
ン

国
・

大
田

大
学
（
大
田
広

域
市
）
で
日
本
語
日
本
文
学

ミ
ン
ビ
ョ
ン

を
学
ぶ
教
室
（
指
導
・
閔

丙
フ
ン勳

教
授
∥
平
１３
院
文
博
）
と

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
結
ん
で

共
同
授
業
が
行
わ
れ
た
。
同

大
学
と
は
２
年
ぶ
り
の
開

催
。
日
本
側
は
板
坂
ゼ
ミ
生

ら
４５
人
、
大
田
大
学
側
は
３５

人
が
参
加
し
た
。

午
前
１１
時
、
板
坂
教
授
が

「
韓
国
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
」
と
切
り
出
す
と
、
閔

教
授
が
少
し
間
を
置
い
て
画

面
に
現
れ
、
「
韓
国
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
大
国
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
私
の
よ
う
に
機
械

に
弱
い
人
間
も
い
ま
す
」
と

応
じ
た
。
両
校
に
笑
顔
が
広

が
り
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た
。

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
異

界
か
ら
の
訪
問
」
。
大
田
大

学
側
は
韓
国
の
説
話
『
バ
リ

テ
ギ
』
と
ジ
ブ
リ
映
画
『
千

と
千
尋
の
神
隠
し
』
を
異
界

往
還
の
視
点
か
ら
取
り
上
げ

て
の
比
較
論
。
板
坂
ゼ
ミ
側

は
「
異
世
界
か
ら
の
訪
問『
竹

取
物
語
』
と
月
に
つ
い
て
」

と
、
日
本
映
画
『
サ
マ
ー
ウ

ォ
ー
ズ
』
を
例
に
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
と
い
う

異
界
」
を
発
表
し
た
。

発
表
後
、
板
坂
ゼ
ミ
生
が

月
に
対
す
る
韓
国
の
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て
質
問
。
大
田
大

学
側
か
ら
「�
陰
�
の
イ
メ

ー
ジ
だ
が
、
子
ど
も
を
ほ
し

い
女
の
人
が
月
に
願
い
を
か

け
る
な
ど
特
別
な
存
在
」
と

の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

大
田
大
生
か
ら
の
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
は
賛
否
が
あ
る
が
、
皆

さ
ん
は
ど
う
思
う
か
」
と
の

問
い
に
は
「
問
題
は
あ
る
が

全
世
界
と
即
座
に
通
じ
る
点

は
素
晴
ら
し
い
。
目
的
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
」
と
板

坂
ゼ
ミ
生
が
答
え
る
な
ど
、

活
発
な
質
疑
応
答
合
戦
に
。

あ
っ
と
い
う
間
に
１
時
間
半

が
過
ぎ
た
。
板
坂
ゼ
ミ
の
浦

田
直
樹
さ
ん
（
３
年
次
）
は

「
大
田
大
学
生
の
日
本
語
の

力
は
素
晴
ら
し
い
」
と
前
置

き
し
、
「
昨
今
、
日
韓
関
係

は
良
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
韓
国
の
皆
さ
ん
も

僕
た
ち
と
同
じ
志
を
持
っ
て

い
る
と
実
感
し
た
。
さ
さ
や

か
な
が
ら
の
民
間
外
交
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
た
。

「
魅
力
あ
る

新
丸
子
に
」
―

―
渡
辺
達
朗
商

学
部
教
授
（
流

通
論
）
の
３
年

次
ゼ
ミ
生
１７
人

は
、
川
崎
市
の

東
急
東
横
線
新

丸
子
駅
周
辺
の

４
商
店
会
連
合
で
あ
る
丸
子

地
区
商
店
街
連
合
会
（
通
称

・
新
丸
子
商
店
街
、
川
連
昌

久
会
長
）
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
１
年
間
取
り
組
ん

だ
。
現
地
調
査
を
重
ね
、
学

生
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
で
、
特

に
シ
ニ
ア
世
代
や
子
育
て
世

代
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

な
商
店
街
作
り
に
知
恵
を
絞

っ
た
。

川
崎
市
役
所
や
川
崎
市
商

工
会
議
所
の
事
業
を
支
援
し

て
い
る
渡
辺
教
授
が
、
新
丸

子
商
店
街
が
独
自
に
取
り
組

む
事
業
に
社
会
的
意
義
を
感

じ
て
興
味
を
持
っ
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。

「
商
店
街
の
温
か
さ
を
伝

え
た
い
」
（
ゼ
ミ
長
の
浜
田

悠
介
さ
ん
）
と
、
寺
尾
菜
見

さ
ん
ら
が
取
材
班
を
編
成
、

魅
力
的
な
店
を
取
材
し
、
同

商
店
街
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
３
代
続
い
て
い
る
生
花

店
、
客
が
自
由
に
使
え
る
老

眼
鏡
を
置
く
喫
茶
店
な
ど
、

個
性
的
な
店
を
順
次
紹
介
し

て
い
る
。

ま
た
「
マ
マ
と
シ
ニ
ア
に

や
さ
し
い
店
づ
く
り
」
の
イ

メ
ー
ジ
を
高

め
る
こ
と
を

目
的
にT

w
i
t
t
e
r

とF
a
c

e
b
o
o
k

な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
情
報
発
信
強
化
を
提
案
。

新
丸
子
商
店
街
の
特
徴
や
イ

メ
ー
ジ
を
象
徴
的
に
表
わ
す

公
式
ア
イ
コ
ン
（
記
号
や
イ

ラ
ス
ト
な
ど
）
を
募
集
し

た
。ゼ

ミ
生
、
商
店
街
代
表
、

日
本
経
済
新
聞
社
、
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
な
ど
の
外

部
有
識
者
ら
に
よ
る
審
査
会

で
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
１

１
６
作
品
か
ら
優
秀
賞
を
選

び
、
１２
月
２３
日
、
同
商
店
街

実
施
の
歳
末
宝
く
じ
抽
選
会

会
場
で
ア
イ
コ
ン
の
発
表
と

授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。

ゼ
ミ
生
た
ち
は
商
店
街
の

店
主
さ
ん
た
ち
と
気
持
ち
が

通
じ
合
い
、
「
新
丸
子
が
身

近
に
な
っ
た
」
と
口
を
そ
ろ

え
る
。
静
岡
県
沼
津
市
出
身

の
落
合
美
有
紀
さ
ん
は
「
こ

う
し
た
活
動
が
実
家
の
周
辺

の
商
店
街
に
も
生
か
せ
た
ら

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

川
連
会
長
は
「
み
な
さ
ん

は
夜
遅
い
会
合
に
も
参
加
し

て
く
れ
、
真
面
目
に
一
生
懸

命
、
若
者
ら
し
い
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
で
取
り
組
ん
で
く
れ

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
弱

い
わ
れ
わ
れ
商
店
主
の
相
談

相
手
に
な
っ
て
く
れ
た
の
も

あ
り
が
た
い
。
渡
辺
ゼ
ミ
と

取
り
組
ん
だ
１
年
を
、
今
後

の
商
店
街
づ
く
り
に
生
か

す
」
と
ゼ
ミ
生
の
奮
闘
に
感

謝
し
て
い
た
。

１２
月
か
ら
は
２
年
次
生
１４

人
が
活
動
を
引
き
継
い
で
い

る
。な

お
、
渡
辺
ゼ
ミ
は
、
こ

れ
ら
の
活
動
を
ま
と
め
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
モ
バ
イ
ル

社
会
研
究
所
が
主
催
す
る

「
第
４
回
ケ
ー
タ
イ
社
会
研

究
レ
ポ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
応
募
。
全
３４
チ
ー
ム
中
、

優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

地
方
財
政

論
や
公
共
選

択
論
な
ど
を

学
ぶ
経
済
学
部
の
原
田
博
夫

ゼ
ミ
の
学
生
４
人
が
１２
月
２０

日
、
川
崎
市
議
会
が
発
行
し

て
い
る
議
会
広
報
紙
「
議
会

か
わ
さ
き
」
の
企
画
で
市
議

会
を
傍
聴
し
た
。

参
加
し
た
の
は
３
年
次
の

赤
堀
匠
さ
ん
、
松
本
貴
久
さ

ん
、
２
年
次
の
有
光
拓
也
さ

ん
、
神
林
梨
紗
さ
ん
の
４

人
。ゼ

ミ
生
た
ち
は
、
傍
聴
席

で
２
０
１
３
年
第
４
回
定
例

会
を
見
学
。
昨
年
１０
月
の
市

長
選
挙
で
初
当
選
し
た
福
田

紀
彦
市
長
に
と
っ
て
は
初
め

て
と
な
る
議
会
で
も
あ
り
、

議
場
に
は
緊
張
感
が
満
ち
て

い
た
。
ゼ
ミ
生
た
ち
は
特
に

市
長
と
木
庭
理
香
子
議
員
の

質
疑
応
答
を
、
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
熱
心
に
聞
い
た
。

傍
聴
後
に
は
議
会
局
か
ら

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
。

ゼ
ミ
生
は
「
こ
う
い
う
ふ
う

に
し
て
川
崎
市
が
作
ら
れ
て

い
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

「
質
疑
が
ち
ょ
っ
と
早
口
」

「
市
長
と
直
接
対
話
で
き
る

区
民
車
座
集
会
に
参
加
し
て

み
た
い
」
な
ど
、
初
め
て
の

議
会
傍
聴
の
感
想
や
市
議
会

に
対
す
る
意
見
を
積
極
的
に

述
べ
た
。

そ
の
後
、
議
長
応
接
室
で

浅
野
文
直
議
長
、
飯
塚
正
良

副
議
長
と
面
会
。
議
会
運
営

の
苦
労
や
進
行
の
工
夫
な
ど

を
聞
い
た
。

赤
堀
さ
ん
は
「
公
務
員
を

志
望
し
て
い
る
の
で
、
市
政

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」
。

松
本
さ
ん
は
「
政
治
の
現
状

を
知
り
た
い
と
思
い
、
参
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め

て
い
き
た
い
」
と
感
想
を
話

し
た
。

原
田
教
授
は
「
学
生
は
こ

の
機
会
を
生
か
そ
う
と
、
傍

聴
を
前
に
自
主
的
に
勉
強
し

て
臨
ん
だ
。
こ
の
経
験
は
今

後
の
ゼ
ミ
活
動
に
も
生
き
て

く
る
」
と
、
参
加
の
意
義
を

語
っ
た
。

こ
の
模
様
は
、
２
月
１５
日

に
発
行
さ
れ
る
「
議
会
か
わ

さ
き
第
９９
号
」
に
掲
載
さ
れ

る
。編

集
学
・

出
版
学
を
学

ぶ
文
学
部
日

本
文
学
文
化

学
科
の
川
上
隆
志
ゼ
ミ
（
４５

人
）
が
刊
行
す
る
雑
誌
「
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
」
の
最
新
号
が
発
行

さ
れ
た
（
Ａ
４
版
・
全
１
３

０
㌻
）
。
ゼ
ミ
生
た
ち
が
約

１
年
か
け
て
企
画
、
取
材
、

編
集
の
全
作
業
を
行
っ
た
。

第
８
号
と
な
る
今
号
の
テ

ー
マ
は
「
現
代
の
考
動
力
」。

編
集
長
の
山
田
瑞
希
さ
ん

（
３
年
次
）
は
「
毎
号
、
少

し
ず
つ
形
を
変
え
て
い
ま
す

が
、
今
号
も
自
分
た
ち
が
面

白
い
と
思
え
る
雑
誌
を
目
指

し
、
挑
戦
し
ま
し
た
」
と
話

す
と
お
り
、
▽
カ
ラ
ー
ペ
ー

ジ
の
増
量
▽
二
つ
の
大
特
集

の
掲
載
▽
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど

ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
の
向
上
―
に

取
り
組
ん
だ
。

大
特
集
の
う
ち
、
巻
頭
を

飾
る
の
は
「
イ
ル
カ
を
い
た

だ
き
ま
す
。
」
。
米
長
編
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画『
ザ
・
コ

ー
ヴ
』
で
反
響
を
巻
き
起
こ

し
た
和
歌
山
県
太
地
町
の
イ

ル
カ
追
い
込
み
漁
を
取
り
上

げ
る
。
太
地
町
の
漁
協
関
係

者
ら
に
丹
念
に
取
材
、
「
食

べ
る
た
め
に
殺
す
こ
と
は

『
悪
』
な
の
だ
ろ
う
か
？
」

と
、
同
企
画
の
班
長
・
佐
々

木
耀
さ
ん
（
３
年
次
）
の
言

葉
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
イ

ル
カ
漁
に
見
る「
食
と
文
化
」

の
違
い
を
考
え
た
企
画
。

も
う
一
つ
の
大
特
集
「
東

北
の
声
」
は
宮
城
・
福
島
・

岩
手
の
３
県
を
め
ぐ
り
、
現

地
の
声
を
届
け
る
企
画
。
安

西
華
子
さ
ん
（
３
年
次
）
を

班
長
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
、

震
災
か
ら
３
度
目
の
夏
を
迎

え
た
東
北
で
見
聞
き
し
た
こ

と
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
え
て

い
る
。

こ
の
ほ
か
、
５
本
の
特
集

（
本
の
カ
タ
チ
／
ネ
ッ
ト
の

取
扱
説
明
書
／J

o
b
'
s
c
h

a
l
l
e
n
g
e
r

／
教
室
に
潜
む

縦
社
会
／
Ｗ
杯
と
五
輪
）
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
。

山
田
さ
ん
は
「
『
何
を
伝

え
た
い
の
か
』
を
意
識
し
て

制
作
し
ま
し
た
。
多
く
の
方

に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
『
何

か
』
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
う
れ
し
い
」
と
語
っ

た
。購

読
希
望
者
は
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
１０
号
館
の
川
上
隆

志
研
究
室
へ
。

地
域
活
性

化
を
テ
ー
マ

に
す
る
経
済
学
部
・
徳
田
賢

二
ゼ
ミ
（
代
表
∥
南
渕
遼
さ

ん
・
２
年
次
）
は
、
川
崎
市

の
長
沢
商
店
街
の
活
性
化
と

地
域
住
民
の
交
流
に
一
役
買

っ
て
い
る
。

昨
年
末
に
は
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
同
市
多

摩
区
・
麻
生
区
に
ま
た
が
る

長
沢
地
域
の
小
中
高
６
校

（
長
沢
小
、
南
生
田
小
、
長

沢
中
、
南
生
田
中
、
百
合
丘

高
、
生
田
高
）
と
協
力
。
児

童
、
生
徒
た
ち
に
作
っ
て
も

ら
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
師
走
の
街
を
彩
り
、
出
来

栄
え
を
地
域
住
民
の
投
票
で

競
う
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

た
。そ

の
表
彰
式
が
、
１２
月
２３

日
に
百
合
丘
高
で
開
催
さ
れ

た
合
同
音
楽
祭
「
な
が
さ
わ

に
こ
に
こ
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の

席
上
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
の

南
生
田
中
美
術
部
の
作
品
の

ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に

賞
が
贈
ら
れ
た
。

合
同
音
楽
祭
は
「
学
校
を

中
心
に
し
た
つ
な
が
り
を
も

と
う
」
と
、
地
元
の
長
沢
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
催
。

今
年
で
２
回
目
に
な
る
。
６

校
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
な
ど
が

参
加
。
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

の
演
舞
、
合
唱
、
吹
奏
楽
、

ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

約
１
０
０
０
人
で
埋
ま
っ
た

会
場
か
ら
拍
手
や
大
歓
声
が

湧
い
た
。

徳
田
ゼ
ミ
生
は
、
当
日
の

表
彰
式
の
司
会
進
行
の
ほ
か

合
同
音
楽
祭
の
運
営
に
も
協

力
し
た
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
衣
装

に
身
を
包
ん
だ
白
石
瑠
依
さ

ん（
経
済
２
）は
「
準
備
に
半

年
前
か
ら
携
わ
り
、
先
を
考

え
て
物
事
に
取
り
組
む
姿
勢

を
学
び
ま
し
た
。
商
店
街
の

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
交
流
を
持

っ
た
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
体

験
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

徳
田
ゼ
ミ
は
昨
年
１０
月
に

は
、
「
し
ん
ゆ
り
フ
ー
ド
フ

ェ
ス
２
０
１
３
」
（
主
催
∥

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ん
ゆ
り
・
芸

術
の
ま
ち
づ
く
り
）
で
、
新

百
合
ヶ
丘
・
柿
生
・
百
合
ヶ

丘
地
域
の
飲
食
店
と
と
も
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
考
案
、

地
元
の
食
の
活
性
化
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
３
年
次

生
の
必
修
演
習
科

目
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
発

表
会
が
１２
月
２２
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
２

年
次
で
「
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ

イ
ン
」
や「
経
営
情
報
分
析
」

な
ど
８
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

分
か
れ
て
専
門
知
識
を
学
ん

だ
学
生
た
ち
が
、
２４
の
チ
ー

ム
を
組
ん
で
１
年
間
取
り
組

ん
だ
成
果
が
披
露
さ
れ
た
。

ア
プ
リ
の
開
発
、
情
報
サ

イ
ト
の
制
作
、デ
ー
タ
分
析
、

映
像
作
品
の
上
映
、
も
の
づ

く
り
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
開
催

の
記
録
な
ど
内
容
は
さ
ま
ざ

ま
。
学
生
は
学
内
外
の
見
学

者
に
熱
心
に
説
明
し
た
り
、

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
た
。

ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
で

コ
ウ
サ
展
２
０
１
４

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
学
生
有
志
が
主
催
す
る
学

外
展
示
会
「
コ
ウ
サ
展
２
０

１
４
」
（
諸
星
静
実
行
委
員

長
・
４
年
次
）
が
２
月
１
、

２
の
両
日
、
川
崎
市
の
ミ
ュ

ー
ザ
川
崎
で
開
催
さ
れ
た
∥

写
真
。
団
体
・
個
人
合
わ
せ

て
１１
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
授
業
で
制

作
し
た
ア
プ
リ
や
作
品
な
ど

を
展
示
。
多
く
の
来
場
者
が

訪
れ
、
学
生
た
ち
の
力
作
に

関
心
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
同
展
は
今
回
で
１０

回
目
の
開
催
と
な
り
、
会
場

中
央
に
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

紹
介
す
る
「
コ
ウ
サ
展
の
１０

周
年
」
が
展
示
さ
れ
た
。
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川
崎
市
議
会
を
傍
聴

学
生
が
商
品
化
に
協
力

商
店
街
の
活
性
化
に
一
役

市
政
に
触
れ
た
貴
重
な
経
験

芳
香
カ
ー
ド
売
れ
行
き
上
々

イ
ベ
ン
ト
で
住
民
交
流
も

▲ イルミネーション最優秀賞の南

生田中の皆さんと徳田ゼミ生

▲ 左から原田教授、赤堀さん、有

光さん、神林さん、松本さん

▲ 「アロマ」を手にする遠山准教授と、左から井上さん、

大村さん、萩原さん、小林さん（生田購買会）

韓
国
・
大
田
大
学
と
ネ
ッ
ト
共
同
授
業

雑
誌
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」最
新
号

ゼミは未来をひらく出会いの場ゼミは未来をひらく出会いの場
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ををををををををををををををををををををををを

習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得

企
画
、取
材
、編
集
に
１
年

テ
ー
マ
は「
異
界
か
ら
の
訪
問
」

成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
ををををををををををををををををををををををを

発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

１
年
間
の
成
果
披
露

ネット情報

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

▶

大
田
大
学
側
に
質
問
を
す
る
板
坂
ゼ
ミ
生

▶

大
田
大
学
の
閔
教
授
と
学
生
た
ち

新
丸
子
商
店
街
を
盛
り
上
げ
よ
う

学
生
１
０
０
０
人
に「
ゆ
と
り
教
育
」ア
ン
ケ
ー
ト

Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
店
を
紹
介

▶

ポ
ス
タ
ー
を
用
い
て
コ
ン

セ
プ
ト
を
説
明
（
上
平
崇

仁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

▶

完
成
し
た
ア
プ
リ
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
吉

田
享
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

苦
労
以
上
の
モ
ノ
を
得
た

寄
稿

遠
藤
翔
太（
３
年
次
）

▶

ア
イ
コ
ン
発
表
・
表
彰
式
で
浜
田
ゼ

ミ
長
と
川
連
会
長
（
中
央
の
二
人
）

▶

新
丸
子
商
店
街
の
メ
ン
バ
ー
と

話
し
合
い
を
重
ね
た

▶

記
者
発
表
会
で
発
表
す
る
専
大
生










Ｃ
版
Ｍ
版
Ｙ
版
親
版

経済・原田ゼミ

経済・徳田ゼミ

経済・遠山ゼミ

文・板坂ゼミ

文・川上ゼミ

経営・石崎ゼミ

商・渡辺ゼミ


2

月

21

日





（６）２０１４年（平成２６年）２月１５日＜受験生特集＞ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５２１号（７）







